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スマートフォンを持っている人
の多くが使用している『LINE ライ
ン』は、リアルタイムで友だちと
メッセージや画像・動画のやりと
りができる SNS アプリです。スタ
ンプを使うこともできるので、楽
しくトークができます。また、グ
ループを作成して、そのグループ
にメンバーを招待して複数人が一
つのグループ内でトークできるの
は、とても便利な機能です。中東
地区まちづくり協議会でも、総務
部会、子育て・青少年育成部会がそれぞれ LINE グ
ループを作成しており、報・連・相に威力を発揮
しています。

スマートフォンやタブレットで、無料の LINE 公
式アプリをインストールして、利用登録をします。
LINE を使い始めるのに不安がある理由の多くが、

勝手に友だちが追加・登録され
るのでは、ということがありま
すが、その場合は利用登録の際
に「友だち自動追加」と「友だ
ちへの追加を許可」という項目
を『オフ』にしておきましょう。
　また、LINE を使っている人
同士であれば、無料で音声通話・ビデオ通話がで
きるのも嬉しい機能です。他にも多くの便利な機
能がありますので、是非使ってみてください。
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令和 1 年 11 月 30 日（土曜日）常盤公園（幸町・勤労福祉会館西隣り）
において市役所吹奏楽部の応援出演も頂き、来賓として前田市長をお
迎えし、第一幼稚園の園児、梅光学院大学生、地域の各層住民 100 名
余が参加「大きな声でのカウントダウン」で点灯。変化するイルミネー
ションとペットボトルツリーのコラボで華やかな輝きが出現。1 月 31
日まで街の風物詩として楽しませてくれるでしょう。是非鑑賞下さい。
点灯は毎日 17 時～ 22 時まで。大晦日は元旦朝まで。( 文責：田中 )

　
萩
か
ら
奇
兵
隊
の
子
孫
が
訪
ね
て
来
た
と
話
さ
れ

た
の
は
現
店
主
の
作
田
賢
治
さ
ん
。

　
奇
兵
隊
士
が
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
栄
え

て
い
た
稲
荷
街
遊
郭
街
（
現
在
の
赤
間
中
央
通
界
隈
）

で
の
開
湯
な
の
で
さ
ぞ
か
し
繁
盛
し
た
こ
と
は
想
像

で
き
る
。
辨
天
湯
と
言
う
命
名
も
か
つ
て
開
場
し
て

い
た
芝
居
小
屋
「
辨
天
座
」
が
由
来
し
て
い
る
。
又
、

こ
の
一
帯
は
「
辨
天
座
通
り
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

な
ん
と
も
言
え
な
い
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
銭
湯
で
あ
る
。

　
そ
の
後
色
々
な
変
遷
は
あ
っ
た
も
の
の
連
綿
と
し

て
辨
天
湯
は
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
現
在
の
銭
湯
（
幸

町
）
は
、
作
田
賢
治
さ
ん
の
祖
父
が
戦
後
（
昭
和
28

年
頃
？
）
前
経
営
者
か
ら
購
入
さ
れ
た
も
の
。
賢
治

さ
ん
は
３
代
目
。
祖
父
の
実
家
は
広
島
県
福
山
市
で

木
材
関
連
の
生
業
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、木
屑
（
燃
料
）

の
有
効
活
用
か
ら
銭
湯
が
浮
か
ん
だ
よ
う
だ
。
現
建

物
は
戦
災
後
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
部
分
的
に
は

補
修
を
さ
れ
て
き
た
が
70
年
余
経
過
し
て
い
る
。
下

関
で
は
か
つ
て
80
軒
あ
っ
た
銭
湯
も
今
で
は
９
軒
。

寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

辨
天
湯
は
北
浦
街
道
の
貴
重

な
「
お
宝
」
で
あ
る
。
銭
湯
前

に
何
故
か
お
地
蔵
様
が
鎮
座
し
て

お
ら
れ
る
。
気
に
な
る
興
味
深
い

風
景
で
あ
る
。
下
関
幸
町
出
身
歌

手
「
山
本
譲
二
」
さ
ん
も
子
供
の
頃
通
っ
た
辨
天
湯

を
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
愛

し
守
り
続
け
い
つ
ま
で
も

営
業
を
続
け
て
銭
湯
文
化

を
守
っ
て
欲
し
い
と
願

う
。
一
度
辨
天
湯
を
訪
れ

ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
軟
水

の
お
湯
の
フ
ァ
ン
に
な
り

ま
す
よ
！

次
回
の
「
北
浦

街
道
探
訪
記
」
も
お
楽
し

み
に
！

(

文
責：

田
中)

【SNS を楽しむ】 ICT 担当　倉本喜博  ※ICT(Information and Communication Technology) の略

ペットボトルツリー
1月31日まで
(点灯は毎日17時～22時まで。大晦日は元旦朝まで。)
常盤公園（幸町・勤労福祉会館西隣り）

□ ペットボトルツリー点灯　　地域づくり部会
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○中東地区まちづくり協議会のウェブサイト
が新しくなりました。
http://chuto-machikyo.net

○中東地区まちづくり協議会の
Facebook ページ
https://www.facebook.com/chuutou.machikyou

海峡マラソンの完走（感想）

給水ボランティア活動に従事して
　午前 8 時半　号砲一発！　早くも３分後には『先頭は三百目通過！』
との「ＳＮＳ連絡」。私は海峡交番前の第５給水所が受け持ちです。“ま
だまだ時間はあるな” と思いながら準備をしていたところ、『姉妹都
市広場前通過！』という知らせ、続いて『先頭は壇ノ浦を通過したよ』

『みもすそ川を元気よく駆け抜けた！』。それぞれの一報は、マラソン
ボランティアに加わっているまち協の仲間たちからです。

スマホを片手に、給水準備に忙しいボランティアスタッフに刻々と
変化する先頭集団情報を告げます。私の給水所は折り返しランナーへ
のお・も・て・な・し・です。仲間たちからの一報が途切れ、一息つ
いている間、５キロメートルの競技者に声援を送っていました。
　すると “９時８分” に『折り返しの先頭はみもすそ川を通過！』とのＳ
ＮＳ情報。“速いなあ” と感じながら、「先頭がみもすそ川だから、15 分後
にはここを通過するだろう！」と９０名の給水スタッフに呼びかけます。
　やがて、ＳＮＳ情報は『壇ノ浦通過！　姉妹広場通過！』と、タイ
ミングよく一報を受ける。われわれ第５給水所のスタッフもいよいよ
“臨戦モード” です。
　昨年までは、このような力走するマラソンランナーの臨場感はなく、
時計と歓声の流れで雰囲気を察していたことを思えば、今回は、まち
協のスタッフの正確なＳＮＳ情報による連携プレーで、見事な沿道ボ
ランティア活動が出来たなと実感しました。

中東まち協沿道連絡サポートスタッフの皆
さん見事なチームプレーでした　下関海響マ
ラソンありがとう！！ ( 内山：海峡交番の前 )

安田　和夫
　いつのまにか73歳。無理をせずに
軽くジョギングをするスピードで潮風
を受けながら走った。沿道から老若男
女の「頑張ってぇ～」の声援。地元開
催ならではの、友人・知人とのハイ
タッチ。給水場での水分や食べ物補
給、冷たいタオルやスプレー、ブラス
バンドや平家太鼓の演奏等のおもてな
しでパワーアップ。まさに記録より記
憶に残る大会だ。コース前半は平地、
後半は山あり谷ありのアップダウン。
人生そのものだ。慌てず騒がず落ち着
いてゴールに向かってGO！　
11の関所すべてを、10分前に
通過する事を意識して、制限
時間6時間の3分前でゴール♫
滑り込みセーフ。8個目の完
走メダルをゲットしました。

　おもてなしの心に包まれて

第 4 給水所　亀山八幡宮と赤間
神宮の間の地点にて給水のボラ
ンティアをしました。

長机いっぱいに並べていた紙
コップがあっという間になくなっ
ていき、時には準備が間に合わな
くなりそうな時もありましたが、
ボランティアスタッフの連係プ
レーで提供することができました。ランナーの方から「頂きます」「あ
りがとうございます」とこちらがお礼を言われることも多くあり、嬉
しく思いました。ランナーの皆様が下関・海峡の風を感じながら気持
ちよく怪我なく走ることが出来るようこれからも自分ができるお手伝
いをしていきたいです。そしてマラソンだけでなく観光地として、ま
た下関に訪れて頂ける事を願っています。( おつじ )

マラソンコース管理
毎年三百目交差点給油所前から海峡交番

周辺でコース管理に当たっています。午前八
時半の号砲から三分で颯爽と先頭走者が白バ
イ先導の下二位グループを従えて管理地点を
通過しました。姉妹都市サントスから初出場
の青年でした。( 林 )

別場所にあります。探してみてください。

安田さん、完走おめでとうございます。(佐々木：みもすそ川)
ボランティアは、例年寒くて辛い思いばかりでしたが、今年は、
仲間とメールしながら楽しめました。情報の大切さを実感し、
完走者とボランティアのかんそう(完走・感想)を企画しました。

㈰

壇ノ浦から！ ( 倉本 )




